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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第49期

第３四半期連結累計期間
第50期

第３四半期連結累計期間
第49期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 1,335,356 1,672,371  2,132,944

経常利益 (千円) 115,060 334,991 271,891

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 65,104 229,802 230,328

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 77,871 227,527 234,452

純資産額 (千円) 2,336,870 2,679,681 2,493,412

総資産額 (千円) 3,232,703 3,689,381 3,518,095

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 47.56 167.90 168.26

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 72.3 72.6 70.9
 

　

回次
第49期

第３四半期連結会計期間
第50期

第３四半期連結会計期間

会計期間
自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年10月１日
至 平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 11.44 80.10
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四

半期連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要

な経営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

４．平成29年10月１日付で普通株式10株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。第49期の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益を算定しております。

５．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文章中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善に加え、個人消費も回復基調で推

移いたしました。海外におきましては、米中貿易摩擦の激化や世界経済の減速が懸念されるなど、引き続き先行き

不透明な状況で推移いたしました。

当業界におきましては、輸送機器関連及び特殊機器関連の設備投資は好調を維持し、ヘルスケア関連の引合いも

増加傾向となるなど、引き続き良好な受注環境で推移いたしました。

このような状況のなかで当社グループは、販売力の強化、優良顧客の獲得、受注の確保、市場の開拓など、積極

的な営業活動を展開するとともに、さらなる原価低減に注力いたしました。

ポータブル型Ｘ線残留応力測定装置につきましては、国内外の展示会や内覧会等への積極的な出展、戦略的な装

置の貸出しや計測サービス提案などの販促活動に加え、国内外の代理店や商社などからの引合いも活発であったこ

とから、引き続き好調に推移いたしました。

ヘルスケア関連につきましては、遺伝子検査装置や受託開発製品のリピート受注に加え、新たな受託開発・試

作・量産等の引合いも増加傾向となり、概ね好調に推移いたしました。

光応用装置及び特殊機器・装置関連につきましては、波面センサなどの光学系検査装置の需要増加に加え、大口

の受託開発案件の引合いも大幅に増加するなど、引き続き好調に推移いたしました。

光ディスク関連機器・装置につきましては、新規設備の引合いに加え、修理や改造案件も増加傾向であったこと

から、緩やかな回復基調で推移いたしました。

３Ｄスキャナ関連につきましては、主力の多関節デジタイザ用高速・高精度３Ｄスキャナは堅調なものの、その

他の非接触寸法計測や検査用途の３Ｄスキャナにつきましては、新たな引合いも少なく厳しい状況で推移いたしま

した。

以上の結果、受注高は25億97百万円（前年同期比56.8％増）、売上高は16億72百万円（前年同期比25.2％増）と

なりました。

損益面につきましては、営業利益は３億10百万円（前年同期比184.6％増）、経常利益は３億34百万円（前年同

期比191.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億29百万円（前年同期比253.0％増）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べて１億71百万円増加し、36億89百万円

となりました。これは主に、現金及び預金が２億38百万円、仕掛品が１億６百万円、原材料及び貯蔵品が78百万円

それぞれ増加し、受取手形及び売掛金が２億46百万円減少したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度末と比べて14百万円減少し、10億９百万円となりました。これは主に、未払法人税等が

29百万円増加し、支払手形及び買掛金が38百万円減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末と比べて１億86百万円増加し、26億79百万円となりました。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は10百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(4) 生産、受注及び販売の実績

　① 生産実績

当第３四半期連結累計期間における生産実績は、次のとおりであります。

生産高（千円） 前年同四半期比（％）

2,032,663 119.8
 

（注）生産高は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

 

　② 受注実績

当第３四半期連結累計期間における受注実績は、次のとおりであります。

受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

2,597,321 156.8 1,721,685 166.6
 

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　③ 販売実績

当第３四半期連結累計期間における販売実績は、次のとおりであります。

販売高（千円） 前年同四半期比（％）

1,672,371 125.2
 

（注）１．主な相手先別販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

　　　　　なお、総販売実績に対する当該割合が100分の10未満である販売実績につきましては、記載を省略しており

ます。

相手先

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

（自　平成29年４月１日
　　至　平成29年12月31日）

（自　平成30年４月１日
　　至　平成30年12月31日）

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

株式会社小坂研究所 152,725 11.4 207,856 12.4
 

 ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 3,200,000

計 3,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成31年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,393,459 1,393,459
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は、100株

計 1,393,459 1,393,459 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年12月31日 ─ 1,393,459 ─ 1,491,375 ─ 929,795
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成30年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 24,700
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,348,700
 

13,487 ―

単元未満株式 普通株式 20,059
 

― ―

発行済株式総数 1,393,459 ― ―

総株主の議決権 ― 13,487 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式がそれ

ぞれ100株(議決権１個)及び14株含まれております。

２．単元未満株式数には、当社所有の自己保有株式88株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
パルステック工業株式会社

静岡県浜松市北区
細江町中川7000-35

24,700 ─ 24,700 1.77

計 ― 24,700 ─ 24,700 1.77
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日から平成

30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、ときわ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 971,163 1,209,617

  受取手形及び売掛金 ※  967,955 ※  721,399

  仕掛品 349,364 455,535

  原材料及び貯蔵品 68,638 147,199

  その他 12,671 22,684

  流動資産合計 2,369,794 2,556,436

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 275,749 266,760

   その他（純額） 356,190 351,615

   有形固定資産合計 631,939 618,376

  無形固定資産 1,246 1,028

  投資その他の資産   

   投資その他の資産 537,815 528,240

   貸倒引当金 △22,700 △14,700

   投資その他の資産合計 515,115 513,540

  固定資産合計 1,148,301 1,132,944

 資産合計 3,518,095 3,689,381

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※  290,073 ※  251,322

  1年内返済予定の長期借入金 10,320 10,320

  未払法人税等 14,093 43,565

  賞与引当金 75,261 66,897

  その他 152,211 157,467

  流動負債合計 541,959 529,571

 固定負債   

  長期借入金 65,660 57,920

  退職給付に係る負債 417,063 422,129

  その他 - 79

  固定負債合計 482,723 480,128

 負債合計 1,024,683 1,009,700

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,491,375 1,491,375

  資本剰余金 929,795 929,795

  利益剰余金 224,159 412,900

  自己株式 △165,558 △165,756

  株主資本合計 2,479,771 2,668,315

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 16,067 11,424

  為替換算調整勘定 △2,425 △58

  その他の包括利益累計額合計 13,641 11,366

 純資産合計 2,493,412 2,679,681

負債純資産合計 3,518,095 3,689,381
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 1,335,356 1,672,371

売上原価 732,066 812,229

売上総利益 603,290 860,142

販売費及び一般管理費 494,227 549,758

営業利益 109,062 310,383

営業外収益   

 受取利息及び配当金 1,142 2,152

 為替差益 315 4,784

 売電収入 9,808 9,669

 貸倒引当金戻入額 2,600 8,000

 その他 1,022 7,727

 営業外収益合計 14,889 32,334

営業外費用   

 支払利息 972 654

 売電費用 7,918 7,072

 営業外費用合計 8,891 7,726

経常利益 115,060 334,991

特別損失   

 固定資産除却損 19 106

 特別損失合計 19 106

税金等調整前四半期純利益 115,041 334,884

法人税等 49,936 105,081

四半期純利益 65,104 229,802

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 65,104 229,802
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 65,104 229,802

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 12,368 △4,642

 為替換算調整勘定 398 2,367

 その他の包括利益合計 12,767 △2,274

四半期包括利益 77,871 227,527

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 77,871 227,527

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(追加情報)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。
 

 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、

四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

受取手形 38,061千円 25,534千円

支払手形 6,028 1,915 
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日)

減価償却費 61,537千円 51,328千円
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。
　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
　
当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月22日
定時株主総会

普通株式 41,060 30.00 平成30年３月31日 平成30年６月25日 利益剰余金
 

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

  前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

当社は、電子応用機器・装置事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。

　

  当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

当社は、電子応用機器・装置事業の単一セグメントでありますので、セグメント情報の記載を省略しておりま

す。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日)

１株当たり四半期純利益(円) 47.56 167.90

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 65,104 229,802

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

65,104 229,802

普通株式の期中平均株式数(千株) 1,368 1,368
 

(注) １．当社は平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

パルステック工業株式会社(E02021)

四半期報告書

13/14



独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成31年２月14日

パルステック工業株式会社

取締役会  御中

 

ときわ監査法人
 

　

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 松島 達也 印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴木 啓市 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパルステック工

業株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日

から平成30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パルステック工業株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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